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夏
、
か
っ
ぱ
の
季
節

梅
雨
が
あ
け
れ
ば
焼
け
つ
く
太
腸
の

季
節
。
夏
は
ち
び
っ
こ
た
ち
に
は
一
段

と
楽
し
い
と
き
で
す
。
新
ら
し
く
で
き

た
伊
左
座
小
学
校
の
こ
れ
も
ま
た
新
ら

し
い
プ
ー
ル
。

プ
ー
ル
開
き
を
ま
ち
か
ね
た
こ
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
体
が
、
激
し
く
水
し

ぶ
き
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

さ
あ
、
こ
と
し
の
夏
は
み
ん
な
泳
げ

る
よ
う
に
な
る
ん
だ
ｔ
。
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掛金は町が負担します

亡慧霊芸。芸コ

最
近
の
交
通
事
故
は
多
小
減
り
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
老
人
の
交
通
事
故
は
ま

す
ま
す
多
く
な
っ
て
お
り
、
事
故
の
中

で
も
高
い
比
率
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
と
老
人
福
祉
の
立

場
か
ら
、
老
人
福
祉
事
業
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
町
は
六
十
五
歳
以
上
の
万
の

「
交
通
災
害
共
済
契
約
掛
金
」
を
、
全

額
町
頃
で
負
挺
す
る
制
度
を
七
月
盲

か
ら
実
施
し
ま
し
た
。

交
通
災
害
共
済
制
度
と
は
、
北
九
州

市
と
近
隣
市
町
で
行
な
っ
て
い
る
共
済

制
度
で
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
あ

っ
た
人
に
、
そ
の
け
が
等
の
程
度
に
よ

っ
て
五
千
円
か
ら
五
十
万
円
ま
で
の
見

舞
金
を
お
く
る
も
の
で
、
関
床
市
町
内

居
住
者
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
．

Ｉ

今
回
の
「
老
人
交
通
共
済
掛
金
支
給

制
度
」
は
、
こ
の
交
通
共
済
制
度
に
六

十
五
歳
以
上
の
万
は
全
員
加
入
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
掛
金
は
町
が
負
担
す
る

削
度
で
す
。

加
入
に
は
申
請
が
必
要

こ
の
老
人
共
済
掛
金
の
支
給
を
受
け

る
方
法
、
資
格
は
次
の
と
お
り
で
す
。

該
当
者
は
随
時
に
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

一
、
町
が
掛
金
を
負
担
す
る
資
格
条
件

①
水
巻
町
民
で
水
巻
町
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者

⑧
六
十
五
歳
以
上
の
者

⑧
掛
金
支
給
申
請
書
を
提
出
し
て
い

る
者

二
、
掛
金
支
給
申
請
の
方
法

①
申
込
先
　
役
場
住
民
相
談
室
（
申

請
用
紙
は
用
意
し
て
い
ま
す
。
印
か

ん
を
こ
持
参
く
だ
さ
い
。

㊥
申
込
期
日

ィ
、
六
月
一
日
ま
で
に
六
十
五
蘭

に
な
っ
て
い
る
人
は
、
す
で
に
各
区

長
を
通
じ
て
申
請
を
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
ま
だ
申
請
を
さ
れ
て

い
な
い
万
は
役
場
住
民
相
談
室
へ
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
申
し
出
の
日
に

加
入
の
手
続
き
を
し
ま
す
。

ロ
、
七
月
一
目
以
後
に
満
六
十
五

歳
と
な
る
万
は
、
随
時
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
六
十
五
歳
の
誕
生
日

前
一
カ
月
か
ら
受
付
け
覆
し
ま
す
。

三
、
契
約
の
継
続
契
約
期
間
は
一

年
で
す
が
、
一
度
申
請
を
し
た
方
は

転
出
な
ど
で
資
格
が
な
く
な
る
ま

で
、
町
で
自
動
的
に
継
続
を
行
な
い

ま
す
。



（2）

前
年
度
比
の
・
9
％
の
伸
び
…
4
9
年
度
予
算

川棚冊昭和49年7月10日腑ⅢⅢ…冊酬刷Ⅲ肌用Ⅲ刷冊冊ｌｍｌ広喝ｄ財初詣院聾

3
7
億
．
8
千
3
盲
8
8
万
5
ヰ
円

改

良

住

宅

建

設

を

主

に

学

校

整

備

や

道

路

改

良

に

重

点

昭
和
四
十
九
年
度
町
一
般
会
計
予
算

は
、
三
カ
月
間
の
暫
定
予
算
で
六
月
ま

で
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
六
月
の

議
会
で
年
度
予
算
が
審
議
さ
れ
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
予
算
編
成
は
、
石
油
問
題

に
始
ま
っ
た
資
源
不
足
、
物
価
の
異
常

な
上
昇
な
ど
容
易
で
な
い
経
済
状
勢
を

受
け
国
が
総
需
要
の
抑
制
を
は
か
り
、

国
地
方
を
通
じ
て
緊
縮
基
調
を
強
く
打

ち
出
し
、
公
共
投
資
を
始
め
と
し
て
歳

出
を
極
力
押
え
る
措
置
が
と
ら
れ
た
状

況
の
中
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

町
も
こ
の
よ
う
な
国
の
基
調
に
協

力
す
る
の
は
当
然
で
は
あ
り
ま
し
ょ
う

が
、
一
万
ど
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
あ

っ
て
も
住
民
か
ら
強
い
要
望
の
あ
る
こ

と
を
町
が
行
な
わ
ず
に
い
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
本
町
の
今
年
度
予
算
は
日

炭
跡
地
の
整
備
を
含
む
高
松
地
区
へ
の

改
良
住
宅
の
建
設
、
道
路
橋
梁
の
整

備
、
学
校
建
設
、
鉱
害
復
旧
、
失
業
対

策
事
業
等
の
公
共
投
資
、
住
民
福
祉
関

係
の
充
実
を
は
か
る
た
め
の
費
用
で
予

算
総
額
は
三
十
七
億
八
千
三
百
八
十
八

万
五
千
円
と
、
前
年
度
対
比
八
十
二
・

九
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
と
な
っ
て
い
る

大
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
内
訳

は
別
表
グ
ラ
フ
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
特
別
会
計
へ
は
水
道
事
業
へ

一
千
五
百
万
円
、
農
業
共
済
会
計
へ
二

百
四
十
万
円
を
繰
出
し
て
い
ま
す
。

主
な
公
共
投
資
事
業

①
改
良
住
宅
建
設
事
業

一
三
五
、
六
一
〇
万
円

㊥
小
中
学
校
防
音
改
築
事
業
（
伊
左
座

小
、
南
中
〕
　
四
二
、
六
一
四
万
円

㊥
鉱
害
復
旧
事
業
（
下
二
小
プ
ー
ル
、

家
屋
二
十
五
戸
、
道
路
、
河
川
、
下

水
等
）
　
　
　
三
〇
、
〇
九
九
万
円

④
開
発
就
労
事
業
　
七
、
九
二
万
円

⑤
失
業
対
策
事
業
　
二
、
六
一
六
万
円

⑥
特
別
開
発
就
労
事
業三

、
九
九
四
万
円

⑦
道
路
新
設
改
良
事
業二

、
四
五
五
万
円

⑧
道
路
河
川
維
持
補
修
事
業

二
、
九
七
七
万
円

（
④
～
⑧
の
事
業
の
う
ち
主
な
も
の

は
立
屋
敷
～
猪
熊
線
、
唐
熊
～
立
屋
敷

線
、
立
屋
敷
～
寺
島
線
、
柳
土
手
～
西

乎
線
、
下
二
～
岩
瀬
線
、
道
の
上
～
峯

浦
線
な
ど
の
改
良
、
舗
装
工
事
と
な
っ

て
い
ま
す
〕

⑨
橋
梁
新
設
改
艮
工
事九

、
一
〇
二
万
円

主

な

事

務

①
国
民
年
金
事
務
一
、
一
〇
八
万
円

㊥
児
童
福
祉
事
務
　
二
、
七
二
ハ
万
円

③
保
育
園
、
母
子
寮
事
務

八
、
二
三
四
万
円

④
老
人
福
祉
事
務
　
四
、
八
〇
一
万
円

⑤
環
境
衛
生
事
務
一
、
〇
一
〇
万
円

⑥
住
宅
管
理
事
務
　
三
、
七
六
二
万
円

⑦
小
中
学
校
管
理
振
興
事
務
、

一
五
、
五
四
三
万
円

⑧
公
債
費

一
〇
、
九
五
一
万
円

一
部
事
務
組
合
分
担
金

①
伝
染
病
組
合

㊥
老
人
福
祉
施
設
組
合

⑧
火
葬
場
組
合

④
し
尿
処
理
組
合
　
五
、

⑤
ご
み
処
理
組
合
　
四
、

⑥
消
防
組
合
　
　
　
五
、

四
九
六
万
円

一
七
三
万
円

六
四
八
万
円

四
〇
〇
万
円

六
五
〇
万
円

四
〇
八
万
円

円グラフでみる町の予算

改
良
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
の
立
屋
敷
～
猪
無
線
、
今
年
度
は
舗
装
も

す
す
め
ら
れ
る
。

「

※　ただし、（＝句は、住民1ノ、∴二使われ㌃〃射れ
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ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

水
道
料
金
値
下
げ
を
断
念

急
激
な
情
況
変
化
で
不
可
能
に

（3）

水
道
料
金
の
値
下
げ
問
題
に
つ
い
て

は
、
町
全
般
の
財
政
事
情
を
み
な
が
ら

検
討
す
る
こ
と
を
お
約
束
し
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
の
水
道
事
業
会
計
、
町
財

政
事
情
の
状
態
か
ら
値
下
げ
を
断
念
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
事
情
を

ご
説
明
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

を
得
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
四
月
、
水
道
事
業
の
大
き
な
ガ

ン
と
な
っ
て
い
ま
し
た
一
億
円
の
不
良

債
務
の
解
消
を
は
か
り
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
得
て
、
大
幅
な
料
金
改
定
を
行

な
っ
て
水
道
事
業
財
政
の
再
建
に
ふ
み

出
し
ま
し
た
が
、
こ
の
料
金
改
定
の
と

き
の
計
画
ど
お
り
四
十
八
年
度
は
一
千

万
円
を
返
済
し
、
現
在
の
不
良
債
務

は
九
千
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
も

五
十
一
年
度
ま
で
に
は
全
額
返
済
で
き

る
計
画
で
水
道
事
業
を
進
め
て
い
ま
し

た
。こ

の
時
点
で
、
本
町
が
原
水
を
も
た

ず
他
市
か
ら
受
水
し
て
い
る
特
殊
事
情

の
あ
る
水
道
事
業
と
は
い
え
、
近
隣
市

町
と
比
べ
料
金
が
高
い
と
い
う
声
も
あ

り
、
値
下
げ
の
検
討
を
お
約
束
し
て
い

た
も
の
で
す
。
が
①
咋
年
後
半
か
ら
の

物
価
の
高
騰
な
ど
国
内
経
済
事
情
の
急

激
な
変
化
、
②
本
年
四
月
か
ら
の
借
入

金
利
率
の
引
上
げ
、
③
六
月
か
ら
の
旧

日
炭
水
道
引
き
取
り
に
よ
る
事
務
量
増

加
に
対
処
す
る
た
め
の
人
件
費
の
増
加

等
、
水
道
事
業
を
と
り
ま
く
内
外
の
情

勢
の
変
化
が
大
き
く
、
財
政
計
画
の
再

検
討
を
必
要
と
す
る
事
態
と
な
り
、
あ

ら
た
め
て
五
十
一
年
度
ま
で
の
財
政
計

画
を
検
討
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
現
在
の
料
金
を
据
え
置

い
て
も
、
五
十
一
年
度
完
済
を
予
定
し

て
い
た
一
時
借
入
金
の
返
済
が
不
可
能

と
な
っ
て
お
り
、
五
十
四
年
度
ま
で
に

繰
延
べ
て
こ
れ
を
支
払
う
ほ
か
、
現
金

支
出
を
伴
な
わ
な
い
減
価
償
却
費
と
、

別
に
説
明
し
て
い
ま
す
口
径
別
納
付
金

を
新
設
し
て
年
間
五
百
万
円
の
財
源
増

を
は
か
り
、
各
年
度
に
一
千
五
百
万
円

を
返
済
す
る
計
画
に
修
正
せ
ざ
る
を
え

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
事
情
の
た
め
料
金
の
値
下
げ
は

不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
現
在

の
ま
ま
据
え
お
く
こ
と
を
や
む
を
得
ず

決
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

水
道
企
業
は
独
立
採
算
制
を
原
則
と
し

て
お
り
、
一
般
会
計
も
苦
し
い
状
況
の

現
在
や
む
を
え
な
い
措
置
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
こ
と
に
挿
し
わ
け
あ
り
ま

せ
ん
が
、
町
長
が
選
挙
の
と
き
に
約
束

し
ま
し
た
料
金
値
下
げ
は
実
現
で
き
な

い
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
事
情

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
の
水
道
事

業
の
建
全
な
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

口
径
別
納
付
金
と
は

施
設
拡
張
に
よ
る
経
費
が
水
道
料
金

を
押
し
上
げ
る
の
を
カ
バ
ー
し
、
現
在

の
利
用
者
と
新
規
利
用
者
の
間
の
負
担

を
公
平
化
し
ま
う
と
す
る
も
の
で
、
新

設
の
給
水
申
込
み
の
と
き
に
徴
収
す
る

一
時
金
で
す
。
多
く
の
市
町
村
で
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
水
巻
町
で
は
八
月

一
日
か
ら
適
用
し
ま
す
。

口
径
別
納
付
金
額

口
径
一
三
ミ
リ

二
〇
ミ
リ

二
五
ミ
リ

四
〇
ミ
リ

五
〇
ミ
リ

七
五
ミ
リ

一

五

、

0

0

0

円

四

一

、

0

0

0

円

七

〇

、

0

0

0

円

一

二

二

、

0

0

0

円

三

七

五

、

0

0

0

円

一
、
一
二
五
、
〇
〇
〇
円

一
〇
〇
ミ
リ
一
、
八
七
五
、
0
0
0
円

一
五
〇
ミ
リ
三
、
七
五
〇
、
〇
〇
〇
円

役
場
各
課
配
置
図

据
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．

同
和
対
策
室
を
新
設

役
場
事
務
機
構
の
一
部
を
変
更

町
は
六
月
定
例
議
会
に
お
い
て
事
務

分
掌
条
例
の
改
正
を
行
な
い
、
役
場
の

機
構
の
中
に
新
ら
し
く
、
同
和
対
策
室

を
新
設
し
ま
し
た
。

同
和
対
策
室
は
、
同
和
対
策
事
業
特

別
措
置
法
を
受
け
て
同
和
対
策
事
業
に

関
す
る
仕
事
を
相
当
す
る
室
で
す
。

ま
た
産
業
課
の
農
林
商
工
係
の
中
に

国
土
調
査
を
担
当
す
る
職
員
を
配
置

し
、
昭
和
五
十
年
か
ら
国
土
調
査
事
業

を
実
施
す
る
た
め
、
今
年
の
七
月
か
ら

準
備
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
役
場
内
の
各
課
の
位
置
が

一
部
異
動
し
ま
し
た
の
で
下
図
の
と
お

り
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
教
育
委
員

会
事
務
局
は
町
民
会
館
内
で
す
。

役

　

場

　

人

　

事

こ
の
機
構
の
改
正
に
と
も
な
い
職
員

人
事
も
一
部
異
動
を
行
な
い
ま
し
た
が

新
ら
し
い
各
課
の
責
任
者
（
課
・
室
・

局
長
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
会
事
務
局
　
山
本
正
志
、
総
務
課

永
沼
嘉
治
、
企
画
開
発
課
　
佐
々
木
一

誠
、
人
事
課
　
田
中
博
幸
、
住
民
相
談

室
　
塚
原
康
親
、
住
民
課
岡
部
親
文
、

同
和
対
策
室
　
豊
沢
伝
三
、
厚
生
課

船
津
嘉
牡
、
厚
生
課
主
幹
　
小
林
澄
雄

、
住
宅
課
　
今
井
久
之
、
建
設
課
大
且

薫
、
鉱
害
諜
　
山
賀
鍍
承
、
産
業
課

大
貝
朋
之
、
水
道
謀
　
増
田
弘
幸
、
教

育
委
員
会
事
務
局
　
石
田
信
夫
、
土
地

開
発
公
社
事
務
局
　
佐
々
木
一
誠
、
主

幹
森
田
源
次

∴‾‾ｌ‾「二二二



（4）刷Ⅲ胴昭和49年7月10日間Ⅲ………川間…間間…州…冊冊Ｍｌ脚広鞄』随踪野

七
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
、
愛

の
献
血
運
動
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

幸
福
な
社
会
生
活
は
お
互
い
の
協
力

か
ら
生
ま
れ
ま
す
．
事
故
や
病
気
な
ど

で
い
つ
血
液
が
必
要
に
な
る
か
わ
か
り

最
高
五
十
万
円
を
貸
付
け

老
人
居
室
整
備
資
金

愛　の献血運動
7月1日～7月31日

ま
せ
ん
。
そ
の

よ
う
な
と
き
あ

な
た
の
健
辰
な

血
液
で
多
く
の

尊
い
生
命
が
救

わ
れ
ま
す
。
み

ん
な
で
愛
の
献

血
に
参
加
し
不

慮
の
災
害
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

次
の
日
程
で

献
血
を
行
な
い

ま
す
。
み
な
さ

ん
の
こ
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
日
時
　
7
月
2
7
日
　
1
0
時
～
1
6
時

◇
献
血
場
所
　
水
巻
町
人
民
会
館

◇
採
血
者
　
日
赤
北
九
州
血
液
セ
ン
タ

叫
つ
享
、
、
圭
一
、
吾
妻
、
篭
ｌ
≡
ｌ
、
モ
八

°

　

ｈ

在　宅　医

仰
　
曜

ｒＷ仙Ｗ…－’．Ｗ

日

ｉ7月14日楠本医院　内’児科頃末69ト287321日　永松医院　耳・鼻科　頃末　69ト0386
ｇ　　28日　森田医院　内・児科　樋口　6911婚16

！8月4。村。医院　内．児科頃末691＿。745
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県
は
、
老
人
の
た
め
に
楢
築
又
は
改

築
を
さ
れ
る
万
に
整
備
資
金
を
貸
付
け

ま
す
。
こ
れ
は
、
現
在
六
十
歳
（
四
十

九
年
七
月
三
十
一
日
現
在
）
以
上
の
老

人
と
同
居
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
万

で
、
老
人
の
た
め
の
専
用
居
室
を
増
築

又
は
改
築
す
る
場
合
に
必
要
な
整
備
資

金
を
貸
付
け
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

○
貸
付
け
の
申
込
み
が
で
き
る
方

・
現
在
六
十
歳
以
上
の
老
人
と
同
居

し
て
い
る
か
又
は
同
居
し
よ
う
と
し
て

い
る
方
。

・
県
内
に
一
年
以
上
住
所
を
有
す
る

方
。・

貸
付
金
を
償
達
す
る
見
込
み
の
あ

る
方
。・

五
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
工

事
を
完
了
す
る
見
込
み
の
あ
る
方
。

○
貸
付
け
の
対
象
と
な
る
工
事

貸
付
け
希
望
者
が
、
現
に
土
地
、
建

物
を
所
有
し
、
又
は
第
三
者
か
ら
信
用

し
、
そ
の
家
屋
に
老
人
専
用
居
室
を
増

築
又
は
改
築
す
る
場
合
。

○
貸
付
条
件

・
貸
付
限
度
額
　
五
十
万
円

・
利
息
　
年
三
パ
ー
セ
ン
ト

・
償
還
期
限
　
貸
付
け
の
日
の
属
す

る
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
十
年
以
内

・
償
還
方
法
元
利
均
等
月
賦
償
還

・
担
保
　
不
要

・
連
帯
保
証
人
　
二
名

○
申
込
受
付
期
限
　
七
月
三
十
一
日

○
申
込
受
付
場
所
　
役
場
老
人
児
童
課

狩
猟
講
習
会
の
開
催

・
経
験
者
の
部
　
8
月
1
日

・
初
心
者
の
部
　
8
月
2
7
・
2
8
日

二
、
場
所
　
折
尾
警
渠
署

三
、
受
講
の
申
込
方
法

講
習
会
受
講
申
込
書
（
各
農
林
事

務
所
に
用
意
し
て
い
ま
す
）
、
写
真

（
正
面
向
、
上
半
身
、
ラ
イ
カ
版
）

受
講
手
数
料
（
経
験
者
は
四
百
円
、

初
心
者
の
甲
種
は
七
百
円
、
乙
、
丙

種
は
千
円
）
を
添
え
て
農
林
事
務
所

に
申
込
む
こ
と
。

四
、
申
込
期
限

講
習
会
開
催
日
の
五
里
別
ま
で
。

な
お
、
く
わ
し
く
は
八
幡
農
林
事
務

所
林
務
諜
（
電
6
9
1
・
0
3
4
3
）

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

′

　

　

′
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．
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・

　

・

成
人
病
検
診

一
、
日
時
と
場
所

・

7

月

1

6

日

　

9

時

3

0

分

～

1

1

時

3

0

分
（
樋
口
公
民
館
）
、
1
3
時
3
0
分
～
1
5

時
（
古
賀
公
民
館
）

・
7
月
Ｈ
日
　
9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0

分
（
遠
賀
保
健
所
）

・

7

月

1

8

日

　

9

時

3

0

分

～

1

1

時

3

0

分
（
吉
田
二
公
民
館
）
、
1
3
時
～
1
5
時

（
下
一
両
住
公
民
館
）

二
、
料
金
　
無
料

ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
の
で
お
気
軽

マ
マ
さ
ん
の
た
め

の
水
泳
講
習
会

町
教
育
委
員
会
・
西
部
タ
イ
ム
ス
主

催
で
、
マ
マ
さ
ん
の
た
め
の
「
水
泳
短

期
講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
に
先

が
け
て
、
子
ど
も
た
ち
を
水
の
事
故
か

ら
守
る
た
輿
お
母
さ
ん
た
ち
が
水
泳

の
正
し
い
指
導
と
監
視
が
で
き
る
よ
う

に
養
成
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

当
日
で
も
受
付
け
ま
す
。
お
さ
そ
い

に
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
役
場
衛
生
係
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

母
子
保
健
相
談

一
、
日
時

7
月
1
9
日
　
1
0
時
～
1
2
時

二
、
場
所

吉
田
団
地
公
民
館

三
、
内
容

育
児
指
導
、
身
長
・
体
重
別
軍
家

族
計
画
相
談
指
導
（
薬
品
、
群
貝
も

若
干
準
備
し
て
い
ま
す
）

合
せ
て
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

〇
期
問
　
7
月
1
4
日
～
1
7
日

〇
時
間
　
1
4
時
～
1
6
時

○
場
所
　
伊
左
脛
小
学
校
プ
ー
ル

○
受
講
料
　
無
料

○
講
師
　
北
豊
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
認

定
講
師
　
門
司
清
春
氏

○
主
催
　
水
巻
町
教
育
委
員
会
・
西
部

タ
イ
ム
ス

○
協
賛
　
水
巻
町
体
育
協
会
・
北
豊
ス

イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

○
申
込
先
　
水
巻
町
教
育
委
員
会

※
受
講
さ
れ
る
方
は
、
水
着
と
バ
ス

タ
オ
ル
を
こ
持
参
く
だ
さ
い
。

1

お

礼

　

－

香
典
返
し
と
し
て
つ
ぎ
の
方
か
ら
社

会
憫
祉
協
議
会
へ
こ
等
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
あ
っ
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

故
安
永
鉄
美
穀
　
買
永
チ
ヨ
子
般

故
松
尾
南
畝
殿
　
松
屋
商
僻
殴

故
林
伊
勢
男
殿
　
杯
ミ
ツ
ヱ
殿

故
山
崎
　
勇
殿
　
山
崎
み
や
子
殿

水
　
巻
　
町
　
職
　
員

採

用

試

一
、
受
付
期
間
　
7
月
1
6
月
～
7
月
3
1

日
、
9
時
～
1
7
時

二
、
搾
用
予
定
人
員
　
若
干
名

三
、
試
験
の
種
類
・
区
分
　
初
級
程
．

度
、
一
般
行
政
職
の
技
術
史
員
と
し

て
業
務
従
事
す
る
職
員
（
土
木
技
術

者
と
し
て
、
主
に
設
計
監
督
等
の
業

務
に
従
事
し
ま
す
。
）

ト

ｊ

．

、

け

．

∴

．

「

し

験
　
（
技
師
）

四
、
受
験
警
棒

の
男
女
の
別
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
工

業
高
校
以
上
の
土
木
科
卒
の
者

㈲
昭
和
2
0
年
4
月
2
日
以
降
出
生
の

者．・

五
、
試
験
日
　
8
月
3
日
　
9
時
3
0
分

～
1
5
時
3
0
分

六
、
試
験
種
目
　
教
義
・
作
文
・
口
述

試
験

七
、
試
験
場
　
水
巻
町
役
場

八
、
申
込
用
紙
請
求
先
・
申
込
先

水
巻
町
役
場
人
事
課
（
電
6
0
1
・

4
3
2
1
）

福
岡
県
保
母
試
験

と
準
備
講
習
会

一
、
試
験

の

期

日

　

8

月

2

0

日

～

2

3

日

用
会
場
　
福
岡
市
香
蘭
女
子
短
大

帥
願
事
提
出
期
間
　
7
月
1
日
～
8

月
3
日

の
顧
轟
提
出
先
　
遠
賀
福
祉
事
務
所

二
、
講
習
会

の
期
日
　
7
月
2
3
日
～
8
月
3
日

㈹
会
場
福
岡
市
九
州
産
業
大
学

伺
受
講
申
込
み
期
限
　
7
月
1
5
日

囲
申
込
先
　
福
岡
市
中
央
区
大
手
門

3
～
1
～
3
0
　
福
岡
県
保
育
所
連
盟

互
、
そ
の
他

受
験
、
受
講
の
申
請
書
は
役
場
老

人
児
童
謀
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

水道修理の申込みは
水巻町管工事組合へ

「電話601－3883」

町内の水道修理は「管工事組合」で行ないます。
各家庭で水道修理をしなければならないとき直接
「管工事組合」にお電話を－。
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